
　　　　　　　　　　　

～IUCN-J　NBSAPオンラインフォーラム企画～
ネーチャーポジティブな農業への変革を目指して

「米を売るからコトを売る」
～国民理解に向けて～
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登米市の農業

n 農業産出額３５４億円（平成２７年度）東北２位

n 和牛（27,962頭、仙台牛の４０％）東北１位

n 養豚（56,139頭）　県１位

n 水稲（10,276ha、環境保全米発祥）県１位

n きゅうり、キャベツ（国の指定産地）

n 農村の地域資源を活用した誘客産業の確立

n 林業（登米森舞台→隈研吾氏設計）東京オリ
ンピックメインスタジアムにも・・・。



6



会社概要
n 商号：有限会社伊豆沼農産
n 代表者：代表取締役　伊藤秀雄
n 所在地：宮城県登米郡迫町新田字前沼１４９－７
n 創業：１９８８年１０月１日
n 法人化：１９８９年５月１日
n 資本金：３，０００万円
n 社員数：社員２０名、常用パート２０名
n 事業内容：養豚、水稲、果樹、路地野菜、
　　　　　　　　　食肉製品製造業、食肉処理業、
　　　　　　　　　惣菜製造業、アイスクリーム製造
　　　　　　　　　パン製造、酒類（どぶろく）製造、
　　　　　　　　　飲食業、地域農産品の販売　
　　　　　　　　　食農環境（いのち）教育・・・
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経営理念
人と自然へのやさしさを求めて・・・
「農業を食業に変える」を原点に、精いっぱい地域の人と自然の恵みに感謝します。

n 私たちは、安心できる農業・食を基本に、地
域の「人」｢もの｣｢環境｣の価値を再発見し、
最もふさわしい「産業」を創造し続けます。

n 私たちは、志を共にしてお互いを尊重し、や
さしさと笑顔の絶えない場を作り、共に成長
し続けます。

n 私たちは、精いっぱい環境にやさしい活動を
行ない、豊かなそしてすばらしい自然を子供
たちに繋ぎます。
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農場レストラン

直売マーケット









産学官連携
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田植え中







宮城県畜産試験場のしもふりレッド

品質と生産性

かわいい赤豚の仔豚 伊達の赤豚会





鹿児島三越の精肉コーナー

香港の精肉コーナー



１２．農福連携の取り組み
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＜これまで＞
　・特別支援学校の実習受入
　・放課後デイサービスの就労体験受入

＜平成30年度＞
　・多機能型事業所と業務委託による契約
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宮城大学との産学連携

重度障害者との連携



手作り体験

2012/12/2 プロジェクト-I 22

手作り体験教室



講座のようす（風土フットパス）



インバウンド受け入れ
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インバウンド受け入れ
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伊豆
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産



東京の企業とSDGｓ
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n ふゆみずたんぼがきっかけ

n モノからコトへ



サスティナブルな社会

n 食料生産→環境保全→農業者理解
→国民理解
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私の考えるこれからの日本農業

◎農業、農村→食料、環境へシフト
　　　　　　→国民理解へ→産業政策と地域政策
◎２極化プラス１
　　　規模拡大型農業、付加価値型農業＋ホビー農業
○規模拡大型農業→生産コスト削減、生産性の向上、国際競争力
○付加価値型農業→地域資源活用型産業構築
　　・６次産業化＋教育産業（オンリーワンの農村産業）
○ホビー農業→耕作放棄地の活性化
　　・老齢者、新規参入者、体験的、癒し的

農家は誠意を持って、消費者は信
頼して共に支え合う国家を目指す
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我社の考える「農村産業」とは

n 加速化する人口減少（少子高齢化）→農村の新たな価
値創造

n 誘客のインセンティブ→自然、文化、歴史から人へ

n 土日型の国内客とウィークデイ型のインバウンド客

n 仙台空港→LCC活用、ミドルアッパー層集客（海外）→
インバウンド客→農泊へ

n 最高の地域資源→老人（また会いたくなるおもてなしの
心）

n ビジネスモデル化し全国の農村へ普及したい
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・日本の活性化は地域から

・地域で小さい火を灯そう

・誇りの持てる故郷が出来る
く　に

地方創生
明るい農村なくして
国家なし（食糧、環境）

仙台

松島

伊豆
沼

南三
陸

鳴子

仙台→東北のゲートウェイ
　　　　　宮城県のハブ

INBOUND

35１００億円企業より、１億円企業を１００社作る礎になりたい
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地域
資源

もの
コト
市場
供給先
組織

必要
資源

持続可能な
ビジネス

社会お役立ち
Only one

新しいビジネスの構築の仕方

宝物探し→あるものさがし→イノベーションへ
ニーズからプロポーザルへ

もの
コト
市場
供給先
組織

新結合が起きる



伊豆沼「農産」の意味の進化

農業の産業化　　　　農村の産業化

「農村産業」を創造し続ける会社

<since1988> <since2004>
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